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オープンデータ化の取り組みの進捗について 

 

1. 目的 

 知床半島の利用状況の調査データ（観光入込数や施設利用者数等）は、現状 PDF形式で

しか公開されておらず、オープンデータとしての整備が不十分である。また、機械判読が

できないだけでなく、二次利用に関する規約も不明瞭であり、データ活用を妨げる要因と

なっている。 

そのため、過年度より収集・整理を行っている当データを、一般および研究者や事業者

向けに「オープンデータ（二次利用可能な形式）」として公開する。これにより、利用者

の利便性向上、データの有効活用を促進するとともに、問い合わせ対応の効率化を図る。 

 

2．公開について 

2027年度上半期に、知床データセンターにおいて利用状況調査で得られたデータをオー

プンデータとして公開する。オープンデータ化に向けた掲載（案）は下記のとおり。 

 

3. オープンデータのルール 

① モニタリングトップページへの導線追加 

既存の「モニタリング」ページの最上部に、新規項目として「知床の利用状況調査」を追

加する。（https://shiretokodata-center.env.go.jp/monitoring/monitoring.html） 

 

② ライセンスの明記 

データ利用時のルールを明確にするため、以下のライセンス表示を目立つ位置に配置す

る。 

 適用ライセンス: クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際 (CC BY 4.0) 

（https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja） 

 利用条件: 出典（「環境省 知床データセンター」等）の明記のみで、商用・非商用問

わず自由に利用可能とする。 

 

③ データの構成と提供方法 

以下の 5 区分に分類し、各区分の全項目をまとめた Excel ファイルを一括ダウンロード

可能とする（表 1）。 
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表 1 データ区分 

区分 データセット名称 主な収録項目 

1 
斜里町及び羅臼町観

光入込数 

斜里町観光客入込数、羅臼町観光客入込数、訪日外

国人宿泊客数 

2 主要施設の利用状況 

自然センター、世界遺産センター、知床羅臼ビジタ

ーセンター、世界遺産ルサフィールドハウス、各道

の駅、知床博物館 

3 主要地区の利用状況 

知床五湖（駐車台数・高架木道・地上遊歩道）、カ

ムイワッカ、フレペの滝、森づくりの道、羅臼湖、

熊越えの滝、知床先端部・各登山口 

4 

利用の形態とアクテ

ィビティ・プログラ

ム 

知床五湖地上遊歩道ヒグマ活動期ツアー参加者、厳

冬期の知床五湖エコツアー参加者、観光船（ウトロ

地区・羅臼地区） 

5 
知床五湖利用者数の

推定（参考） 
知床五湖の利用者数（駐車人数・高架木道） 
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4.WEB掲載イメージ（案） 

知床データセンター ホーム> 知床関係調査・研究データ>モニタリング 
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知床データセンター ホーム> 知床関係調査・研究データ>モニタリング 

〉知床の利用状況調査（オープンデータ） 
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5.掲載データのイメージ_Excel版（案） 

① 1シート目に利用規約とライセンスについて掲載 
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② 2シート目に「データの特性」を掲載 

 

 

③ 3シート目以降は項目ごとにデータベースを掲載 

 


